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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究の目的は、変形を許容した場合にできるだけ少ない記憶容量で画像データベースを構築する手法と少
ない計算コストで形状照合する手法の確立にある。対象物体の形状は輪郭線を用いて、入力画像から背景を除
いて半自動で抽出した。その際に、輪郭線のセグメンテイションをスケールスペースパラメータ（σ）に基づ
いて行う方法を提案した。σを徐々に大きくしていくと、最初は輪郭線上のゼロクロス点が急激に減少し、σ
がある値を超えるとある一定の数になるという現象を利用して、σをその変化点の値に選んだ。このように選
ぶことにより、ゼロクロス点の数は安定な状態となり、そのσは、雑音の影響を受けず、また、対象物体の輪
郭線の重要な特徴を失うこともなく、小さすぎることも、大きすぎることもないように選ぶことができた。 
第１章では、本研究の目的と背景について述べた。 
第２章では、HSV(Hue-Saturation-Value)カラー空間における閾値を用いた抽出法、すなわちCVHEF(Combi- 
nation of Vertical and Horizontal Edge Filter)と呼ばれる新しいアルゴリズムによって物体を背景から効
率よく抽出できることを明らかにした。 
 第３章では、雑音、隠蔽、変形などに対してロバストで、しかも高速で精度の高い照合法を新しく提案した。対
象物体の輪郭線の各セグメントは、２次あるいは３次のベゼ曲線で近似され、近似曲線の制御点を用いて形状が復
元されることを示した。ここでは、入力画像とデータベース内の輪郭線から、曲線セグメント毎に構成される距離
行列（DM）を導入した。開曲線やプロフィール照合のためにも同様の手法を用いた。DMの各要素の最大配列により、
曲線間の類似度を定義した。その応用例として、輪郭線のコンパクトネスを用いて、悪性肺がんと良性腫瘍の識別
実験を行い、オクルージョンや変形に対してロバストな識別が行えることを明らかにした。 
 第４章では、本手法の有効性を確認するために、１枚の２次元シルエット画像および複数枚の３次元物体シルエ
ット画像を用いて形状照合の実験を行った。また、ベゼ曲線による近似とDM法を利用して、人物同定を行った。3D 
デジタイザーから得られた２種類の３次元顔データを用いて実験を行った。撮影は、(1)メガネをかけない状態、(2)
メガネをかけた状態、で行った。８人の顔データを用いて実験を行った結果、全員を正しく同定することができ、
システムの有効性が確認された。これらのアプローチは、伝統的な手法に比べて多くの利点を持っている。すなわ
ち、データベース内に記憶すべきデータ数は非常に少なくて済み、しかもその形状を保存することができ、また、
変形を受けた対象物体の照合にも柔軟に対応でき、制御点の利用により、照合の時間は大幅に短縮できることを明
らかにした。本手法は、コンピュータビジョンにおける物体検索および認識に応用することができる。 
第５章では、第２章から第４章で得られた成果をまとめた。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本研究の目的は、少ない記憶容量での画像データベースの構築と変形を許容する形状照合手法の確立にある。
入力画像から背景を除いて対象物体の形状を半自動で抽出するために、輪郭線のセグメンテイションをスケー
ルスペースパラメータ(σ)に基づいて行う方法を、提案している。σを大きくしていくと、最初は輪郭線上の
曲率のゼロクロス点が急激に減少し、ある点を過ぎると一定になるという現象に注目している。その変化点の
値に選ぶことにより、ゼロクロス点によるセグメンテイションは安定な状態となり、雑音の影響を受けず、ま
た、対象物体の輪郭線の主要な特徴を失うことなく、適当なサイズに選ばれる。このようにして得られた輪郭
線セグメントは、データ圧縮、検索の柔軟性向上に有用であることを明らかにしている。 
 対象物体の輪郭線の各セグメントを、２次あるいは３次のベゼ曲線で近似し、近似曲線の制御点を形状復元に用
いている。ここで導入した距離行列（DM：Distance Matrix）は入力画像とデータベース内の輪郭線から、曲線セグ
メント毎に構成される。DMの各要素の最大配列により、曲線間の類似度を定義し、開曲線やプロフィール照合にも
用いている。本手法の有効性を、１枚の２次元シルエット画像および複数枚の3次元物体シルエット画像を用いた
形状照合の実験を通して明らかにしている。また、ベゼ曲線による近似とDMを人物同定にも応用しており、3次元
デジタイザーから得られた２種類の３次元顔データを用いた実験を行っている。メガネをかけない状態とかけた状
態で撮影された８人の顔データを用いた実験の結果、全員を正しく同定できており、本手法の有効性を明らかにし
ている。これらのアプローチは、伝統的な手法に比べて多くの利点を持っている。すなわち、データベース内に記
憶すべきデータ数は非常に少なくて済み、しかもその形状を保存することができる。また、変形を受けた対象物体
の照合にも柔軟に対応することができ、制御点の利用により、照合の時間は大幅に短縮できる。本手法は、産業用、
ロボット、セキュリティなど種々の分野における物体認識に用いることができ、その有用性をシミュレーション実
験を通して明らかにしている。 
以上のように、本論文では、種々の変形を許容する柔軟な画像データベースの構築に関して多くの優れた研
究結果を得ており、情報工学、特に画像処理工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論文の著者
は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
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